
 

                       

                                  

                                  

       

海
外
か
ら
の
お
客
さ
ま
を
受
け

入
れ
る
た
め
の
理
容
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
対
応
講
習
会
（
全
理
連
助
成
講

習
会
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
対
策

事
業
）
が
１
月
15
日
（
月
）
、
金

沢
市
い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
会
議
室
で
小
伏
脇
隆
ノ
介

全
理
連
中
央
講
師
に
よ
り
開
か
れ
、

約
30
人
が
受
講
し
た
。 

講
習
会
は
、
昨
今
の
訪
日
外
国

人
旅
行
者
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
な

ど
の
急
増
す
る
外
国
人
に
積
極
的

に
対
応
し
、
呼
び
込
み
、
増
収
へ

と
つ
な
げ
る
た
め
に
、
接
客
及
び

施
術
上
の
注
意
点
な
ど
を
習
得
す

る
も
の
で
、
講
師
が
「
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
影
響
だ
け
で
は
な
く
、

外
国
人
労
働
者
な
ど
の
大
幅
な
増

加
が
予
想
さ
れ
、
街
に
外
国
人
が

溢
れ
て
理
容
店
も
対
応
が
必
要
に

な
る
だ
ろ
う
。
特
に
北
陸
は
新
幹

線
開
業
効
果
も
あ
り
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
が
高
い
。
日
本
の
理
容
は

高
度
な
技
術
と
衛
生
的
で
安
心
、

安
全
。
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
口

コ
ミ
が
と
て
も
多
い
」
と
説
明
し

た
後
、
進
め
ら
れ
た
。 

講
習
内
容
は
、 

①
外
国
人
利
用
者
へ
の
対
応
と
し

て
、
英
仏
中
韓
４
か
国
語
に
対
応

し
た
「
指
差
し
会
話
『
お
も
て
な

し
』
シ
ー
ト
」
を
使
っ
た
接
客
方

法
の
習
得
。（
来
店
→
受
付
→
メ
ニ

ュ
ー
選
択
→
施
術
→
精
算
ま
で
の

流
れ
に
沿
っ
た
シ
ー
ト
を
活
用
し

た
要
望
の
確
認
方
法
） 

②
外
国
人
の
髪
質
な
ど
を
考
慮
し

た
カ
ッ
ト
及
び
シ
ャ
ン
プ
ー
、
シ

ェ
ー
ビ
ン
グ
施
術
に
お
け
る
注
意

点
。
日
本
の
高
度
な
技
術
と
衛
生

消
毒
の
素
晴
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
実
践
的
な
講
習
を
実
施
。 

③
受
講
者
に
対
す
る
テ
キ
ス
ト
と

ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
。 
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組
合
員
に
有
利
な 

融
資
制
度 

「振興事業貸付」活用のポイント 

～組合員向けの融資制度を賢く活用しよう～ 

 「振興事業貸付」は、生活衛生営業者の振興を目的として創設された日本政策金融

公庫の融資制度です。公的な融資制度を上手に活用して経営にお役立てください。 

＜融資制度の概要＞ 

お使いみち 設備資金 運転資金 

融資額 １億５,０００万円以内 ５,７００万円以内 

返済期間 ２０年以内 ７年以内 

主な利率 

【特別利率Ｃ】 【基準利率】 

組合から一定の会計書類の準備や事業計画の確認を受けた
方は、利率が 0.15％（年利）引き下げとなります。 

条件 組合が発行する「振興事業に係る資金証明書」が必要 

ここがポイント！ 

 

 

 

 
 

ご不明な点は県理容組合事務局へ ☎０７６－２３２－２３６２ 

固定金利で長期の返済にも

対応可能。保証協会を利用

しないため、保証料の支払

いも不要です。 

組合事務局は、手続き（資金

証明書の発行）にあたって、

決算書等の確認による経営内

容のチェックは行いません。 
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今
年
一
月
、
10
年
ぶ
り
に
改
訂 

さ
れ
た
広
辞
苑
が
発
売
さ
れ
た
。 

前
版
に
約
１
万
語
追
加
さ
れ
、
現 

代
語
や
人
名
が
幅
広
く
網
羅
さ
れ 

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
私
が
愛 

用
し
て
い
る
の
は
第
３
版
と
随
分 

古
い
も
の
だ
が
、
時
代
遅
れ
の
身 

に
は
結
構
役
立
っ
て
い
る
。 

 

パ
ソ
コ
ン
に
頼
っ
て
い
る
と
た 

ま
に
変
換
ミ
ス
を
見
落
と
す
事
が 

あ
る
し
、
漢
字
も
読
め
る
が
書
け 

な
く
な
っ
て
、
傍
ら
の
国
語
辞
典 

 

だ
け
が
頼
り
の
毎
日
で
あ
る
。 

 

人
工
知
能
を
備
え
た
ロ
ボ
ッ
ト 

も
実
用
段
階
に
き
て
い
て
、
近
い 

将
来
人
の
働
き
方
も
変
わ
っ
て
く 

る
。
し
か
し
、
理
容
の
よ
う
に
人 

対
人
の
仕
事
は
容
易
に
変
え
る
こ 

と
は
出
来
な
い
。
表
情
や
態
度
だ 

け
で
多
様
な
人
間
の
心
の
中
を
読 

み
取
る
の
は
難
し
い
か
ら
だ
。
人 

間
の
思
想
信
条
を
画
一
的
に
す
る 

な
ら
話
は
別
だ
が
…
。 

（
理
容
文
芸
ク
ラ
ブ
） 

 

ハイ
テ
ク
の
波
に
逆
ら
う
老
い
の
意
地 

石
川
県
で
使
わ
れ
て
い
る
理
容

業
界
の
数
の
符
丁
は
関
西
流
だ

が
、
そ
れ
と
は
別
に
関
東
流
が
あ

り
、
対
比
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。 （

数
）（
関
西
） 

（
関
東
） 

一
（
１
） 

シ
ャ
ー 

ヘ
イ 

二
（
２
） 

ノ
ン 

 

ビ
キ 

三
（
３
） 
ミ
ミ 

 

ヤ
マ 

 

四
（
４
） 
ヌ
ケ 

 

サ
サ
キ 

五
（
５
） 

テ
ラ 

 

カ
タ 

六
（
６
） 

ハ
ナ 

 
サ
ナ
ダ 

七
（
７
） 

カ
ギ 

 
タ
ヌ
マ 

八
（
８
） 

ヒ
ョ
コ 

ヤ
ワ
タ 

九
（
９
） 

ノ
シ 

 

キ
ワ 

 

関
西
流
の
多
く
は
数
字
の
形
状

か
ら
連
想
さ
れ
る
も
の
が
多
い
の

に
対
し
て
、
関
東
流
で
は
、
例
え
ば
、

ヘ
イ
は
横
一
本
の
平
か
ら
、
四
は

佐
々
木
タ
カ
ツ
ナ
の
四
文
字
、
六
は

真
田
幸
村
の
旗
印
六
文
銭
、
七
は
田

沼
意
次
の
家
紋
、
八
は
八
幡
の
や
ぶ

知
ら
ず
、
な
ど
と
凝
っ
た
も
の
が
多

い
。 単

位
は
品
物
の
相
場
で
判
断
す

る
の
で
ゼ
ロ
の
符
丁
は
必
要
が
な

い
。
相
場
に
幅
の
あ
る
場
合
は
符
丁

に
ヌ
ケ
百
万
の
よ
う
に
単
位
を
入

れ
て
使
い
ま
す
。 

 

現
代
で
は
余
り
使
わ
れ
る
こ
と

は
な
い
が
、
参
考
ま
で
に
…
。 

数の符丁～ 理容業界編 ～ 
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【
お
知
ら
せ
】 

「
組
合
費
口
座
振
替 

領
収
書
」 

全
店
舗
発
行 

終
了
の
お
知
ら
せ 

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
口
座
振
替
お
よ
び
組
合
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
て
、

誠
に
勝
手
な
が
ら
こ
の
度
、
事
務

作
業
の
効
率
化
や
省
力
化
、
経
費

削
減
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
行
っ
て
参
り
ま
し
た
「
組
合

費
口
座
振
替 

領
収
書
」
の
全
店
舗

発
行
サ
ー
ビ
ス
を
、
３
月
分
を
持

ち
ま
し
て
終
了
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
ど
う
か
ご
理
解
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
４
月
分
以
降
に
領
収
書
の

発
行
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
各
地

区
部
の
会
計
さ
ん
ま
た
は
幹
事
さ

ん
よ
り
の
発
行
と
な
り
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

      

     

１
部
西 

忘
年
会 

 

12
月
４
日
（
月
）
、
保
古
２
丁
目

の
美
ら
島
の
葉
菜
（
チ
ュ
ラ
ジ
マ

ノ
ハ
ナ
）
に
て
、
期
待
を
旨
に
17

名
（
男
15
・
女
２
）
が
参
加
し
た
。 

 
料
理
説
明
を
受
け
口
に
含
む

「
う
め
～
何
ち
ゅ
う
料
理
ヤ
ッ
タ

ー
！
」
と
、
配
膳
の
若
い
お
姉
さ

ん
に
聞
き
直
す
面
々
！ 

 

泡
盛
・
酒
・
ビ
ー
ル
・
そ
の
他

旨
い
と
お
か
わ
り
。 

刺
身
・
鍋
物
・
多
々
食
し
、
Ｍ

Ａ
Ｘ
の
盛
り
上
が
り
で
窮
極
の
大

満
足
だ
っ
た
。
（
通
信
・
嶋
崎
巌
） 

        

３
部 

新
年
会 

１
月
29
日
（
月
）
、
中
屋
町
の

ヴ
ィ
ラ
グ
ラ
ン
デ
ィ
ス
金
沢
に
お

い
て
、
３
部
の
新
年
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
次
々
と
運
ば
れ
て
く
る

豪
華
で
綺
麗
で
美
味
し
い
創
作
料

理
が
21
名
の
参
加
者
全
員
の
コ

コ
ロ
と
お
腹
を
満
た
し
て
く
れ
ま

し
た
。 

 

（
通
信
・
中
川
浩
昭
） 

         

５
部 

新
年
会 

 

１
月
29
日
（
月
）
17
時
～
、

滝
亭
に
て
５
部
新
年
会
が
８
名
の

参
加
で
開
か
れ
、
美
味
し
い
料
理

と
、
滝
を
見
な
が
ら
入
れ
る
露
天

風
呂
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

（
通
信
・
桶
谷
博
英
） 

           

２
部 

新
年
会 

１
月
29
日
（
月
）
、
加
賀
料
理

「
八
百
辰
」
に
て
２
部
新
年
会
を

実
施
し
、
12
名
（
男
４
、
女
８
）

が
参
加
し
た
。 

 

当
日
は
午
後
か
ら
雪
に
な
り
遅

延
も
心
配
さ
れ
た
が
、
時
間
前
に

は
全
員
揃
い
、
美
酒
と
加
賀
料
理

を
満
喫
し
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
等
で
楽
し
い
一
時
を
過
ご

し
た
。 

（
通
信
・
前
川
世
家
治
） 

              

４
部 

新
年
会 

 

１
月
29
日
（
月
）
18
時
半
～
、

毎
年
恒
例
の
兼
見
御
亭
で
の
４
部

新
年
会
。
今
年
は
少
し
少
な
め
の

12
名
（
男
８
・
女
４
）
で
は
あ
り

ま
す
が
、
美
味
し
い
料
理
は
も
ち

ろ
ん「
間
違
い
易
い
言
葉
ク
イ
ズ
」 

や
「
ゲ
ー
ム
」
で
、
今
回
も
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

（
通
信
・
上
田
徳
次
） 

         

７
部 

新
年
会 

 

２
月
５
日
（
月
）、
雪
の
中
、
７

部
22
名
（
男
15
・
女
７
）
が
、

あ
わ
ら
温
泉
「
清
風
荘
」
で
、
か

に
づ
く
し
会
席
を
堪
能
し
ま
し
た
。

翌
日
は
大
雪
で
福
井
方
面
が
大
変

な
状
況
で
し
た
が
、
無
事
帰
っ
て

来
ま
し
た
。（
通
信
・
栃
折
明
広
） 

          

金 

沢 

支
部
長 

行
野 

欣
也 

☎
０
７
６(

２
６
５)

７
１
３
９ 
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講
習
会
＆ 

地
区
再
編
？ 

県
能
登
支
部
助
成
講
習
会
は
２

月
５
日
（
月
）
、 

能
登
空
港
４
階

会
議
室
Ａ
に
て
、
林
政
勝
県
准
講

師
を
迎
え
、
５
枚
刃
の
カ
ミ
ソ
リ

を
使
っ
た
訪
問
福
祉
理
容
『
多
枚

刃
カ
ミ
ソ
リ
』
を
テ
ー
マ
に
開
か

れ
た
。
当
日
は
大
雪
に
も
か
か
わ

ら
ず
２７
名
（
男
２４
・
女
３
）
が

受
講
し
た
。 

実
技
講
習
で
は
モ
デ
ル
に
選
ば

れ
た
３
名
に
対
し
、
５
枚
刃
の
カ

ミ
ソ
リ
を
実
際
に
体
験
し
た
。 

             

     

講
習
会
終
了
後
、
美
味
し
い
弁

当
で
昼
休
憩
、
午
後
か
ら
は
能
登

支
部
地
区
再
編
の
説
明
会
が
開
か

れ
た
。 

近
藤
秀
司
支
部
長
と
米
田
一
良

副
支
部
長
か
ら
、
今
置
か
れ
て
い

る
能
登
支
部
の
現
状
、
こ
れ
か
ら

先
の
支
部
体
制
と
し
て
地
区
再
編

の
必
要
性
が
語
ら
れ
た
。 

参
加
者
か
ら
は
、『
も
っ
と
内
容

を
固
め
て
か
ら
、
議
論
し
た
方
が

い
い
の
で
は
…
。
』『
こ
の
ま
ま
で

い
い
の
で
は
？
』
な
ど
の
意
見
が

あ
り
、
こ
の
広
い
能
登
支
部
…
、

な
か
な
か
難
し
い
課
題
だ
と
思
っ

た
。 

 

（
通
信
・
松
村
季
之
） 

             

支
部
長
選
挙 

能
登
支
部
長
選
挙
は
２
月
１８

（
日
）、ワ
ー
ク
パ
ル
七
尾
に
て
開

催
さ
れ
た
。
立
候
補
は
現
支
部
長

の
近
藤
秀
司
氏
の
み
だ
っ
た
為
、

無
競
争
で
再
任
と
な
っ
た
。 

 

                     

所
信
表
明
で
近
藤
氏
は
『
組
合

の
重
要
性
、
こ
れ
か
ら
過
疎
化
が

進
む
能
登
の
組
合
員
減
少
、
廃
業

に
か
ら
む
地
区
編
成
の
重
要
性
』

を
語
っ
た
。 

                  

   

             

                  

   

             

支
部
長 

近
藤 

秀
司 

☎
０
７
６
７(

５
２)

３
９
８
０ 
能 

 

登 
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１
月
29
日
（
月
）
、
事
業
部
主

催
に
よ
り
恒
例
と
な
っ
た
ス
キ
ー

ボ
ー
ド
ツ
ア
ー
を
行
な
っ
た
。 

世
代
の
異
な
る
15
名
で
高
鷲

ス
ノ
ー
パ
ー
ク
へ
。
今
年
は
雪
量

も
豊
富
で
、
広
大
な
ゲ
レ
ン
デ
で

最
高
に
楽
し
め
た
。 

                           

み
ん
な
で
ラ
ン
チ
を
食
べ
、
バ

ス
の
中
で
も
会
話
が
弾
み
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
、
世
代
は
違
う
が

同
じ
趣
味
を
持
つ
仲
間
の
素
晴
ら

し
さ
を
改
め
て
感
じ
る
事
が
で
き

た
。 

（
事
業
推
進
部 

荒
木
） 

 

鮨
御
膳
で
！ 

総
会 

            

能
美
地
区
女
性
部
は
２
月
19

日
（
月
）、
鮨
美
浜
に
８
名
が
参
加

し
て
、
お
食
事
会
を
兼
ね
た
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
と
て
も
有
意

義
な
女
子
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

 
 
 

（
通
信
・
宮
本
） 

見
つ
け
た 

春
！ 

         

所
用
で
東
京
に
出
向
い
た
時
…

石
川
で
は
未
曽
有
の
豪
雪
で
大
変

だ
っ
た
の
に
！
上
野
博
物
館
か
ら

東
京
駅
へ
の
途
中
で
奇
跡
の
一
枚

を
撮
り
ま
し
た
！
間
違
い
な
く
春 

            

小
山 

由
梨
（
石
川
） 

福
田 

恵
也
（
石
川
） 

福
田 

耕
大
（
石
川
） 

福
田 

莉
小
（
石
川
） 

吉
田 

雅
樹
（
石
川
） 

安
藤 

真
子
（
加
賀
） 

市
川
あ
き
子
（
加
賀
） 

大
山 

佳
也
（
加
賀
） 

角
出 

直
人
（
加
賀
） 

河
口 

佳
代
（
加
賀
） 

    

谷
猪
す
み
子
（
河
北
） 

山
岸 

 

博
（
河
北
） 

奥
成 

正
気
（
珠
洲
） 

吉
田 

正
照
（
小
松
） 

宇
谷 

鮎
子
（
鶴
来
） 

金
巻 

茂
雄
（
七
鹿
） 

で
し
た
。
皆
様
に
は
寒
中
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
支
部
長
Ｔ
氏
） 

            

千
田 

幸
男
（
羽
咋
） 

叶
井 

隆
治
（
小
松
） 

葛
野 

香
織
（
小
松
） 

葛
野 

英
之
（
小
松
） 

山
本
登
志
幸
（
小
松
） 

荒
木
あ
ゆ
み
（
能
美
） 

荒
木 

 

潤
（
能
美
） 

東 
 

義
則
（
能
美
） 

前
田 

一
成
（
能
美
） 

山
下 

健
吾
（
金
沢
１
西
） 

     

田
中 

康
雅
（
金
沢
１
西
） 

 

棚
橋
明
太
郎
（
金
沢
５
） 

 

竹
田 

勝
次
（
金
沢
６
） 

 

浅
井
秀
一
郎
（
金
沢
７
） 

 

長
田
有
紀
子
（
金
沢
７
） 

 

加 
 

賀 

支
部
長 

田
畑 

 

豪 

☎
０
７
６(

２
７
５)

２
３
１
４ 

全
理
連 

平
成
29
年
度 

共
済
加
入
促
進
運
動 

 

当 

選 

者 

発 

表 

Ａ
賞 

商
品
券 

５
０
０
０
円
分 

 

Ｂ
賞 

商
品
券 

５
０
０
０
円
分 

世代を超え  



理容いしかわ                平成 30 年 3 月 10 日（8） 

 

編 
集 

閑 

談 
▼
こ
の
度
の
豪
雪
の
被
害
に
遭
わ

れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
私
は
あ
の
最
中
に
国
会
議

員
へ
の
陳
情
団
に
加
わ
る
為
、
金 

沢
に
前
泊
し
早
朝
の
新
幹
線
か
が 

                          

や
き
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。
豪
雪

に
も
負
け
ず
東
京
駅
に
ピ
タ
リ
と

到
着
！
地
元
議
員
に
要
望
書
を
！

帰
り
も
金
沢
に
ピ
タ
リ
で
し
た
が

…
全
交
通
網
が
閉
鎖
で
帰
宅
難
民

化
し
金
沢
に
後
泊
三
昧
で
し
た
！ 

…
（
涙
） 

 
 
 

（
市
川
正
明
） 

                           

▼
今
年
の
大
寒
波
！
一
度
な
ら
ず

二
度
ま
で
も
…
除
雪
を
し
て
も
し

て
も
積
も
る
雪
、
外
の
水
道
は
凍

結
、
幸
い
私
の
家
で
漏
水
は
無
か

っ
た
が
近
所
で
は
想
定
外
の
氷
点

下
が
原
因
で
水
道
管
が
破
裂
し
て

噴
水
に
な
っ
て
い
た
。
最
近
よ
く

聞
く
『
想
定
外
』
と
か
『
何
十
年

に
一
度
』
と
い
う
言
葉
。
今
年
も

異
常
気
象
に
悩
ま
さ
れ
る
一
年
に

な
る
の
だ
ろ
う
か
…
。 

（
松
原
勝
） 

▼
『
極
め
る
』 

          

（
青
山
幸
雄
） 

▼
雪
、
雪
、
雪
の
連
続
。
組
合
会

議
の
中
止
も
た
く
さ
ん
あ
り
年
度

末
事
務
の
段
取
り
が
大
幅
に
狂
っ

た
。
お
客
さ
ん
か
ら
は
「
お
蔭
さ

ん
で
雪
か
き
が
上
手
に
な
っ
た
」

と
頼
も
し
い
声
も
あ
っ
た
が
「
一

週
間
、
車
が
出
せ
な
か
っ
た
」「
親

戚
の
通
夜
に
た
ど
り
着
け
な
か
っ

た
」
等
々
、
悲
惨
な
声
が
多
か
っ

た
。
綺
麗
な
真
白
な
雪
が
と
こ
と

ん
憎
ま
れ
た
冬
だ
。 

 

（
沓
智
之
） 

                                  

                 

新時代を先取りする 

化粧品・器具のご用命は下記へ 

三 丸 商 会 
TEL 076-252-2809 

FAX 076-252-2818 

 

㈲ ノ ワ キ 
TEL 076-237-5201 

FAX 076-237-6504 

 

北 理 商 会 
TEL 076-229-0115 

FAX 076-229-0115 

石川県理容器具商組合 


